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受験番号 

問題番号 R3 Ⅱ-2-2 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    建設       部門 

専門とする事項 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

1 . 対 象 と す る 構 造 物 と 老 朽 化 の 現 状  

1 ) 構 造 物 ： 道 路 橋 の R C 壁 式 橋 脚 、 河 川 内 へ 設 置  

2 ) 老 朽 化 の 現 状 ： 中 性 化 が 進 行 、 劣 化 ス テ ー ジ は 進 展

期 か ら 加 速 期 へ 移 行 す る 段 階 、 水 衝 部 に は か ぶ り コ ン

ク リ ー ト の 摩 耗 も 発 生 し て い る 。  

3 ) 立 場 ： 施 設 管 理 者 （ 発 注 者 ）  

2 . 調 査 検 討 す べ き 事 項  

1 ) 既 存 設 計 図 書 の 調 査 ： 建 設 年 、 適 用 示 方 書 、 詳 細 構

造 、 材 料 、 施 工 状 況 、 点 検 補 修 履 歴 を 調 査 す る 。  

2 ) 現 地 調 査 （ 構 造 物 調 査 ） ： 設 計 図 書 等 で 不 明 な 部 分

の 調 査 、 直 近 点 検 結 果 後 の 劣 化 進 行 状 況 、 水 が か り 、

共 架 物 や 附 帯 設 備 の 状 況 を 調 査 し 設 計 に 反 映 す る 。  

3 ) 現 地 調 査 （ 周 辺 調 査 ） ： 河 川 状 況 （ 水 位 、 流 量 ） 、

気 象 、 通 行 量 ・ 車 種 ・ 時 間 帯 、 周 辺 の 土 地 利 用 状 況 を

調 査 し 設 計 施 工 に 反 映 す る 。  

3 . 業 務 手 順  

1 ) 調 査 ： 上 記 調 査 の 実 施 、 劣 化 状 況 を 入 念 に 調 査 す る 。  

2 ) 分 析 評 価 ： 劣 化 状 況 を 含 む 調 査 結 果 を 踏 ま え 、 現 有

保 有 耐 力 の 評 価 を 行 う 。 鉄 筋 に 腐 食 が あ る 場 合 は 腐 食

の 影 響 を 考 慮 す る 。  

3 ) 計 画 ： 現 有 保 有 耐 力 と 要 求 耐 力 か ら 、 補 強 必 要 耐 力

を 算 定 す る 。 補 強 工 法 の 比 較 検 討 （ R C 巻 立 、 鋼 板 巻

立 、 繊 維 補 強 シ ー ト 等 ） を 行 う 。 想 定 破 壊 形 態 （ 曲 げ

破 壊 、 せ ん 断 破 壊 ） に よ り 適 用 可 能 な 工 法 が 異 な る の

で 注 意 が 必 要 で あ る 。  
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4 ) 設 計 ： 詳 細 設 計 、 施 工 計 画 策 定 、 数 量 算 出 、 工 事 費

算 定 を 行 う 。 部 分 的 な 耐 震 補 強 を 行 う の で は な く 、 構

造 系 全 体 で バ ラ ン ス の と れ た 補 強 と な る よ う 留 意 す る 。  

5 ) 施 工 ： 設 計 図 書 に 基 づ く 補 強 工 事 の 実 施 。 関 係 者 と

の 調 整 事 項 を 踏 ま え た 施 工 方 法 、 仮 設 、 交 通 規 制 を 計

画 実 施 す る 。  

4 . 関 係 者 と の 調 整 方 策  

1 ) 関 係 者 ： 事 業 主 体 、 調 査 設 計 者 、 施 工 者 、 河 川 管 理

者 、 警 察 消 防 、 共 架 施 設 管 理 者 、 利 用 者 な ど を 想 定 す

る 。  

2 ) 調 整 方 策  

① 耐 震 補 強 の 必 要 性 に つ い て 、 わ か り や す く 説 明 す る 。  

② 補 強 工 法 や 作 業 方 法 の 説 明 に つ い て は 、 図 表 ・ 写

真 ・ 3 D （ 4 D ） 施 工 イ メ ー ジ 等 を 使 用 し 、 視 覚 的 に 把 握

し や す い 方 法 内 容 と す る 。  

③ 協 議 調 整 を 行 っ た 内 容 に つ い て は 、 文 書 化 し 双 方 で

確 認 を 行 う 。  

④ 事 前 に 業 務 実 施 に 伴 い 起 こ り う る 負 の 影 響 （ リ ス ク ）

に つ い て 、 洗 い 出 し と 対 応 策 を 説 明 す る リ ス ク コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン を 実 施 す る 。 対 策 を 行 っ て も 残 る 部 分 や

新 た な リ ス ク に つ い て の 説 明 も 行 う 。  

⑤ 突 発 事 象 や 不 測 の 事 態 に よ り 、 協 議 調 整 事 項 に 変 更

を 行 う 必 要 が 生 じ た 場 合 は 、 直 ち に 協 議 調 整 を 行 う 。  

以 上  


